
２
０
１
３
年
以
降
の
枠
組
み

全ての排出国に適用へ
　
地
球
温
暖
化
対
策
が
新
段
階
を
迎
え
た
。
２
０
１
１
年

、

月
に
南
ア
フ
リ
カ
の
ダ
ー
バ
ン
で
開
か
れ
た
国

連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第

回
締
約
国
会
議

Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
は
、
京
都
議
定
書
の
延
長
と
そ
の
後
の
新
た
な

枠
組
み
の
工
程
表
作
り
に
合
意
。
温
室
効
果
ガ
ス
の
全
て
の
排
出
国
が
参
加
す
る
新
た
な
枠
組
み
作
り
が
本
格
的

に
始
ま
っ
た
。
一
方
、
日
本
で
は
今
後
の
地
球
温
暖
化
対
策
を
左
右
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
作
業
が
ヤ

マ
場
を
迎
え
て
お
り
、
近
く
最
終
的
な
結
論
が
下
さ
れ
る
。
各
国
の
削
減
目
標
を
い
か
に
引
き
上
げ
る
か
が
国
際

交
渉
の
焦
点
と
な
る
中
、
日
本
に
も
あ
ら
ゆ
る
対
策
を
講
じ
る
決
意
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ＣＯＰ での合意を受け、出席者と喜び合う
マシャバネ議長（右、南アフリカ外相〈南ア
フリカ・ダーバン、ＡＦＰ 時事〉）

南北問題で再び対立慎重に議論積み重ね

地球温暖化対策新ステージ
公
平
で
実
効
性
高
く

ポ
ス
ト
京
都
年
発
効
へ

「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
」
大
き
な
成
果

排
出
削
減
国
際
競
争
力
に
直
結

途
上
国
に
技
術
提
供

国
内
、
目
標
見
直
し
焦
点

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 ７月３１日 火曜日 　　

　
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条

約
が
採
択
さ
れ
た
の
は
１
９

９
２
年
。
こ
れ
に
よ
っ
て
地

球
温
暖
化
対
策
に
世
界
全
体

で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

決
ま
り
、

年
以
降
は
、
国

連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
締

約
国
会
議

Ｃ
Ｏ
Ｐ

が
毎

年
開
か
れ
て
い
る
。

　

年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
で
採
択

さ
れ
た
京
都
議
定
書
で
は
、

年
か
ら

年
ま
で
の
第
１

約
束
期
間
に
先
進
国
全
体
で

二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

な

ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
を

年
比
で
５
・
２
％
削

減
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ

て
い
る
。

　
国
・
地
域
別
の
削
減
率

は
、
Ｅ
Ｕ
が
８
％
、
日
本
が

６
％
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
第
１
約
束
期
間
で
は
、

最
大
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

国
だ
っ
た
米
国
が
議
定
書
か

ら
離
脱
。
ま
た
経
済
成
長
が

著
し
い
中
国
や
イ
ン
ド
は
排

出
削
減
義
務
を
負
っ
て
い
な

い
。

　
先
進
国
だ
け
が
義
務
を
負

う
一
方
で
、
新
興
国
は
排
出

量
が
多
く
て
も
義
務
を
負
わ

な
い
と
い
う
状
況
が
続
く
よ

う
で
は
削
減
効
果
は
限
定

的
。
地
球
温
暖
化
対
策
を
加

速
し
、
大
気
中
の
温
室
効
果

ガ
ス
の
濃
度
を
安
定
化
さ
せ

る
と
い
う
究
極
の
目
標
を
達

成
す
る
た
め
に
は
、
現
行
の

枠
組
み
が
終
了
し
た
後
の

年
以
降
に
公
平
で
実
効
性
の

高
い
新
た
な
国
際
枠
組
み
を

設
け
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。

中
で
も
、
中
国
や
イ
ン
ド
と

い
っ
た
排
出
量
が
多
い
新
興

国
の
参
加
を
促
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す

る
た
め
の
枠
組
み
と
な
る
の

が

年
以
降
の
「
ポ
ス
ト
京

都
」
だ
。

年

、

月
に

南
ア
フ
リ
カ
で
開
か
れ
た
Ｃ

Ｏ
Ｐ

で
は
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
削
減
を
目
指
す

年
以
降
の
新
た
な
枠
組
み
を

設
け
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　
こ
の
新
た
な
法
的
枠
組
み

は
、
米
国
や
中
国
を
は
じ
め

と
す
る
全
て
の
排
出
国
に
適

用
さ
れ
、

年
ま
で
に
発
効

さ
せ
る
。
こ
の
枠
組
み
を
作

る
た
め
の
工
程
表
が
「
ダ
ー

バ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
で
、
そ
の
特
別
作
業
部

会
の
立
ち
上
げ
も
決
ま
っ

た
。

　
一
方
の
日
本
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
は
当
初
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
決

ま
っ
た
カ
ン
ク
ン
合
意
を
踏

ま
え
て
、
全
て
の
排
出
国
が

参
加
す
る
枠
組
み
の
構
築
を

主
張
し
て
い
た
。
先
進
国
と

途
上
国
の
対
立
は
も
ち
ろ

ん
、
先
進
国
同
士
、
途
上
国

同
士
で
異
な
る
主
張
が
入
り

交
じ
っ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
は
、

議
論
が
平
行
線
を
た
ど
り
、

交
渉
決
裂
の
危
機
が
何
度
も

あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
会
期
を
一
日
半

延
長
し
た
結
果
、
ダ
ー
バ
ン

・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
は

じ
め
と
す
る
決
定
が
採
択
さ

れ
、
近
年
ま
れ
に
見
る
大
き

な
成
果
を
生
み
出
し
た
。
第

２
約
束
期
間
に
つ
い
て
は

年

、

月
に
カ
タ
ー
ル
の

ド
ー
ハ
で
開
か
れ
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
、
期
間
が
決
め
ら
れ

る
。

　
京
都
議
定
書
の
第
２
約
束

期
間
に
参
加
し
な
い
こ
と
が

決
ま
っ
た
日
本
。
こ
れ
に
よ

っ
て

年
か
ら
新
た
な
枠
組

み
が
始
ま
る

年
ま
で
は
法

的
な
削
減
義
務
を
負
わ
ず
に

済
む
。

　
そ
れ
で
も
、
地
球
温
暖
化

対
策
の
手
綱
を
緩
め
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
特
に
産
業

界
に
と
っ
て
は
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
製
品
の
開
発
な
ど
に
よ

る
排
出
削
減
の
努
力
が
環
境

分
野
の
国
際
競
争
力
に
直
結

す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め

だ
。
第
２
約
束
期
間
の
後
を

見
据
え
て
、
こ
れ
ま
で
と
同

程
度
か
そ
れ
以
上
の
削
減
努

力
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

　
排
出
削
減
の
貢
献
を
続
け

る
こ
と
は
今
後
、
国
際
交
渉

で
の
発
言
力
や
地
位
向
上
と

い
う
点
で
も
大
き
な
意
味
を

持
つ
。
こ
う
し
た
国
際
的
貢

献
の
取
り
組
み
の
一
つ
が
、

ク
リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム

Ｃ
Ｄ
Ｍ

だ
。

　
Ｃ
Ｄ
Ｍ
は
先
進
国
の
資
金

や
技
術
支
援
に
よ
っ
て
途
上

国
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

削
減
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
実
施
。
こ
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
生
じ
た
排
出
削
減
分

を
排
出
枠

ク
レ
ジ
ッ
ト

と
し
て
取
得
し
、
先
進
国
が

自
ら
の
排
出
削
減
目
標
の
達

成
に
活
用
で
き
る
仕
組
み

だ
。
先
進
国
に
と
っ
て
の
利

点
だ
け
で
な
く
、
途
上
国
に

も
持
続
可
能
な
開
発
を
も
た

ら
す
ス
キ
ー
ム
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
Ｃ
Ｄ
Ｍ
に
は
手

続
き
が
煩
雑
で
ク
レ
ジ
ッ
ト

発
効
ま
で
時
間
が
か
か
る
な

ど
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
登

録
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
削
減

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
大
き
く
大

型
案
件
も
多
い
ア
ジ
ア
や
南

米
に
集
中
し
て
い
る
一
方

で
、
ア
フ
リ
カ
に
は
１
件
も

な
い
国
が
あ
る
な
ど
、
地
域

的
な
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い

る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
政
府
が
Ｃ
Ｄ
Ｍ
を
補
完

し
つ
つ
、
日
本
の
強
み
を
生

か
す
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と

し
て
提
案
し
て
い
る
の
が

「
二
国
間
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク

レ
ジ
ッ
ト
」
制
度
。
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
つ
な

が
る
技
術
や
製
品
、
シ
ス
テ

ム
、
イ
ン
フ
ラ
な
ど
を
途
上

国
に
提
供
し
、
共
同
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
こ
と

を
通
じ
て
削
減
で
き
た
排
出

分
を
日
本
の
中
期
目
標
の
達

成
に
活
用
す
る
仕
組
み
だ
。

　
政
府
は
こ
れ
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
実
証
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン

ド
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト

ナ
ム
な
ど
と
制
度
構
築
に
向

け
た
協
議
を
実
施
。
今
後
も

興
味
を
持
つ
国
々
を
含
め
て

協
議
を
進
め
て
い
く
考
え

だ
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
の
合
意
を
踏

ま
え
て
、

年
５
月
に
は
ド

イ
ツ
の
ボ
ン
で

年
以
降
の

地
球
温
暖
化
対
策
の
枠
組
み

を
話
し
合
う
会
合
が
開
か
れ

た
。
し
か
し
、
議
論
は
紛

糾
。
火
種
と
な
っ
た
の
は
、

ま
た
し
て
も
南
北
問
題
で
、

議
長
の
選
出
や
議
題
の
設
定

に
関
し
て
、
中
国
が
異
議
を

唱
え
、
イ
ン
ド
も
同
調
し

た
。

　
対
立
の
構
図
が
再
び
浮
き

彫
り
と
な
り
、
成
り
行
き
が

ま
す
ま
す
混
沌
と
し
て
き
た

こ
ん
と
ん

世
界
の
地
球
温
暖
化
対
策
。

激
し
い
議
論
の
応
酬
の
末
に

生
み
出
し
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
の

成
果
を
無
駄
に
し
な
い
よ

う
、
あ
ら
ゆ
る
国
・
地
域
が

慎
重
に
議
論
を
積
み
重
ね
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　
一
方
、
国
内
で
も
環
境
問

題
と
密
接
に
か
ら
む
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
議
論
が
熱
を
帯

び
て
い
る
。
焦
点
と
な
る
の

は
、

年
に

年
比
で

％

削
減
す
る
と
し
た
中
期
目
標

の
見
直
し
だ
。
政
府
は
６
月

日
に
開
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
環
境
会
議
で
、

年
ま
で

の
中
期
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

と
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
し

て
、

年
時
点
で
総
発
電
量

に
占
め
る
原
発
依
存
度
に
つ

い
て
、
「
０
％
」
「

％
」

「

―

％
」
と
い
う
三
つ

の
選
択
肢
を
決
定
し
た
。

　
こ
の
中
で
は

年
時
点
で

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
効

果
も
示
さ
れ
て
い
る
。

年

時
点
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
は
、
原
発
依
存
度
が
０

％
の
場
合
は

年
比
０
―
７

％
減
、

％
の
場
合
は
同
９

％
減
。
原
発
依
存
度
が
最
も

高
い

―

％
の
場
合
で
も

同

―

％
減
に
と
ど
ま

る
。
こ
れ
ま
で
掲
げ
て
き
た

中
期
目
標
の
達
成
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
だ
。

　
政
府
は
今
後
、
国
民
か
ら

の
意
見
聴
取
な
ど
を
経
て
、

８
月
中
に
「
革
新
的
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
戦
略
」
と
し
て

ま
と
め
る
予
定
だ
。
こ
れ
ら

の
シ
ナ
リ
オ
の
中
の
ど
れ
か

を
選
択
す
る
の
か
、
折
衷
案

を
ま
と
め
る
の
か
。
日
本
の

中
期
的
な
地
球
温
暖
化
対
策

を
左
右
す
る
大
き
な
決
断
が

迫
っ
て
い
る
。


